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大阪は‘まち’がほんまにおもしろい

【注意事項】この地図は「大阪あそ歩」のまち歩きの資料として作成されました。まち歩きには、歩きやすい服装と靴を着用してください。車などによく注意し、各自で責任をもって行動してください。また、住宅地では住民のプライバシーに十分配慮して歩きましょう。
【お問い合わせ】大阪コミュニティ・ツーリズム推進連絡協議会「大阪あそ歩」事務局　電話06-6282-5930 （財団法人大阪観光コンベンション協会内）　「大阪あそ歩」の詳しいプログラムはホームページをご覧ください。　http://www.osaka-asobo.jp　または  大阪あそ歩  でネット検索を。

大阪あそ歩のコースは約2~3km、2~3

時間程度を基準として作成されています。

市岡新田は、九条の西側に開墾された土地で当初は九条浦新田と呼ばれていまし
た。安治川、尻無川に挟まれ、西は夕凪堤まで大坂沿岸最大と言われた市岡新田をぐ
るりと一回りしながらその大きさを実感し、新田会所跡碑などゆかりの地を巡りま
す。～大坂沿岸最大の新田・市岡の歴史を辿る～

新田西瓜は種まで真っ赤新田西瓜は種まで真っ赤
①弁天町駅
町名・駅名の弁天は、市
岡新田会所に祀られて
いた弁財天から取られ
ています。JR弁天町駅
は昭和36年（1961）の
国鉄大阪環状線開業時
から営業し、大阪市営地
下鉄弁天町駅と接続し
ており、その地下鉄弁天
町駅は大阪市交通局内
で一番標高が高い駅で
す。19 6 0 年 代 から
1970年代にかけて弁
天埠頭華やかなりし時
代、陸側の玄関口として
たいへん賑わいました。

②市岡新田会所跡（波除公園）
市岡新田は、元禄11年（1698）、伊勢桑名の人・市岡与左衛門が17戸の家
族とともに移住・開墾し、後に炭屋町の辰巳屋こと和田氏に経営が引き継
がれた大坂沿岸最大の町人請負新田です。市岡新田では米の他、野菜、桑
などが栽培され、特にスイカが味の良さで評判になり、「新田西瓜は種まで
真っ赤」と云われたのをはじめ、「市岡茄子」も名産図会に載る程の名産品
でした。明治に入り安治川沿岸に工場が立ち並び始め、また、大正時代に農
地が次第に埋め立てられて市岡地域は市街地しました。

③波除山跡（弁天東公園）
波除山は、新田開発に先立つ貞享元年(1684)、河村瑞賢が九条島を開削し、
水流を海へ一直線に導く新川（のち安治川と命名）工事を行った際に出た土
砂を積み上げ「洪水の高波をふせぎ除く山」として築いた山です。高さは約15
ｍあり、松の木が植えられて航行する船の目標となっていました。また、池富
明神の祠や茨住吉神社の御旅所があり、幕末には畑地の中の丘となっていま
した。明治以降、川口居留地の外国人墓地などとして残っていましたが、大正
末期の盛土工事で削られてしまいました。戦前までは、市電の停留所名に「波
除橋」があり、その名のみとどめていました。現在、約400ｍ東方の波除公園
にある小高い人工の山は波除山を模したものです。

④弁天埠頭
昭和40年（1965）開港。関西汽船と加藤汽船の旅客ターミナルとして活躍していまし
た。「ハーバーグリーン」に塗装されたあいぼり丸・こばると丸も就航しなくなって久しく、
現在は昭和レトロの対象スポットとなっています。昭和45年（1970）、万国博覧会開催
前後の大阪の繁栄ぶりが看板などの意匠に偲ばれる不思議空間です。内港化工事により
海成地となった地域、下流の千舟橋あたりにかけての岸壁には、昭和40年代頃まで船で
寝起きする水上生活者が暮らしていました。

⑤三社神社
三社神社には、元禄11年（1698）、市岡の新田開発工事の成功と守護を祈願し勧請し
た天照皇大神、豊受大神、住吉大神の三座が祀られたと伝わります。氏地は、神社のあ
る磯路のほか波除･市岡元町・南市岡・弁天・市岡に及びます。盛土区画整理事業後の
昭和35年（1960）以降に、現在地に鎮座しました。

⑥磯路三丁目桜通
大阪市バス・港区役所前を西に過ぎたところに磯路桜通りの坂道があり、看板に「桂音会」とあ
ります。万国博覧会の２、３年前、街をきれいにしようと、道路の西側の桂町、東側の音羽町の住
民が植樹したのが始まりで、町を愛する地元の人たちの気概を感じさせるプロムナードです。

⑦夕凪
市電唱歌に「磯路まぢかく来れども　波は音せぬ夕凪や」と歌われる「夕凪」も
遡れば新田の井路に架かる「夕凪橋」、大阪市建造の最初の浚渫船「夕凪丸」に
行き着きます。市岡グランドビル名店街あたりは、明治の頃、秋には一面、白い
棉の花が咲いていた夕凪堤がありました。かつての夕凪堤は海に面する外堤
で、波から新田を守る命綱でもありました。昭和8年（1933）、夕凪の角に超モ
ダンな一岡ビルが登場しました。戦中は社会運動の拠点となり、戦火にも焼け
残りましたが、バブルが弾けた頃、売却され建て替えられました。

⑧市岡パラダイス跡
大正14年（1925）に現在のオリックスドライビングスク
ール弁天町付近一帯、1万2千坪の敷地に「市岡パラダイ
ス」という遊園地がオープンしました。園内には、大劇場・
桂座や、屋内アイススケート場・北極館、浴場、映画館、大
池などがあり、高さ18間の飛行塔もありました。当時の
入場料は大人30銭、小人15銭でした。市岡パラダイスは
わずか5年で閉園した後、園内の各劇場は単独の営業と
なり、戦災によりパラダイス劇場だけを残して焼失してし
まいました。その後、戦後に行われた盛土工事によりパラ
ダイス劇場も閉鎖しました。

⑨JR臨港貨物線跡
福崎天満宮の南には、JR臨港貨物線跡地が東西に長く伸びていま
す。臨港貨物線は平成14年（2002）頃に廃止となりましたが、踏切
跡の西方には貨物駅・浪速駅がありました。浪速駅は1980年代まで
は大阪臨港線の倉庫群に続く広大なヤードを有する大阪港におけ
る物流の心臓部でありました。

⑩甚兵衛渡
現在も尻無川右岸の港区福崎と左岸の大正区泉尾の間を運行
する大阪市建設局管轄の渡船場。昔、甚兵衛が櫓を漕いでいた
とされる渡しのある付近は櫨紅葉の名所でした。そこにある茶店
は「蛤小屋」「甚兵衛小屋」とも呼ばれて名物の蜆、蛤を賞味する
人が絶えなかったそうです。

⑪尻無川浜納屋
尻無川右岸の港区南市岡の堤防には淡路出身の瓦屋の浜
納屋が続きます。今日舟運が衰退し、トラック輸送にシフト
したとはいえ、浜には荷揚げ用のベルトコンベヤが設置さ
れています。

⑫市岡ビール工房「地底旅行」
田中機械の工場跡地に温泉が穿鑿されました。「地底旅行」という名のビール工房は地底
1,200ｍから湧出した温泉水を使った地ビールを提供するレストランです。

⑬市岡高校
市電唱歌に「築港行もにぎはしく　ゆけば九条の発電所　行く手に響く体操の　声は市岡
中学校」と歌われた市岡中学校は往年の野球の名門校で「三本線の市岡」として有名でし
た。三本線には市内で三番目に設立された府立中学という伝統を誇る心意気が感じられま
す。


